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■レールの取り付け
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中間と下部スライドレールの手前側に、パー
ツセットに含まれる数の 5 AL127用キャッ
チを取り付けます（Sタイプの場合は下部1
本のみ）。レールに付属しているバンパーを
はずし、 5 AL127用キャッチとレールを共
締めします。

AL127用キャッチの取り付け

AL127用キャッチ　AL127-CH

ブレ止めブラケット使用時の取付寸法
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　 右図のように 10当り止めをレールと重ね、
共締めしてください。

　はじめに 1 レールの長穴を仮止めします。
レールのインナーレールに 4 丁番座金を取
り付けます。

■ブレ止めブラケット　ALT-BR（オプション）の取り付け

※ パーツセットに入っている 5 AL127用キ
ャッチは、中間と下部スライドレールの手
前側に必ず取り付けてください（Sタイプ
の場合は下部1本のみ）。

　また 5 AL127用キャッチ単品を追加で購
入いただき、スライドレールの奥側に取り
付けることで、扉収納時（扉を奥まで押し
込んだ時）に扉を保持できます。

G型スベリ鋲のセット方法

本図は、右付用を示します。
左付用は本図左側の取り付
け穴に差し込んでください。
(下部のみ取り付け、上部は
取り付けません。)

● ランドリースペースなどの扉と床面を離
して使用するような仕様に使います。

●ブラケットは左右兼用です。
● ローラー取付位置が2ヶ所あり、扉厚に
対応できます。

● G型スベリ鋲は使用勝手に応じて付け替
えてください。

● 側板の上下2ヶ所に取り付けることをお
すすめします。

※丸番号は部品番号です。P.99の部品表・P.100～101の部品セット内訳と照らし合わせてご覧ください。

※丸番号は部品番号です。P.100～101の部品セット内訳と照らし合わせてご覧ください。
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■扉調整
扉の前後調節を行う際は、 前後調節ねじを緩め調節します。
扉の上下調節を行う際は、 上下調節ねじを緩め調節します。
扉の左右調節を行う際は、 左右調節ねじをまわし調節します。

扉が垂れ下がっている（動きが悪い）場
合は、連動板のねじを緩めて扉を持ち上
げぎみにし、再度ねじを締め込んでくだ
さい。
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どの方向からでもOK

取り外す際には、丁番本体の後端部のレバーを押
しながら手前に引きます。
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■連動板の取り付け
　レールのインナーレールに連動板を仮止めします。この時、連動板を前後に必ず動かしてください。滑らかに動くことを確認し、増し締めします。

■扉の吊り込み
　扉を吊り込む際は、レール上にある丁番座金に前を引っ掛け後ろ方向に押し込みます。

　扉の吊り込み後に扉の傾きなどが発生した際に調整します。
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